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0.0～0.2m間は砂岩亜鉛礫からなる。
0.2～1.7m間は流紋岩の硬質な玉石。

φ3～5mm程度の礫を少量含む砂主体。

φ3～5mm程度の礫を少量含む。
基質は粘性土質砂主体。
3.0～3.5m間は礫分多いが、2.5～
3.0m、3.5～3.7m間は粘性シルト分大き
い。

通称、流れマサと呼ばれる花崗岩が強
風化しマサとして移動再堆積したも
の。
6.0～6.2m間は花崗岩片残存する。

緩い粘性土を挟む。

軟岩I相当の強風化花崗岩。
強い指圧でマサ～鬼マサ状に砕ける。
部分的に乳白色を呈し、熱水変質化し
粘性土化している。
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